
」

・

一

工

べ
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小
田
原
の
ま
ち
が
教
室
　
未
来
を
支
え
る
学
校
つ
く
リ

足
元
か
ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
で
、
新
た
な
青
年
期
発
達
教
育
を
創
造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学
校
法
人
新
名
学
園
　
旭
丘
高
等
学
校

　
1
9
0
2
（
明
治
3
5
）
年
に
新
名
百
刀
女
史
に
よ
り
創
設
、
女
子
の
実
学
教
育
の
さ
き
が
け

を
築
い
た
新
名
学
園
。
そ
の
建
学
の
精
神
は
「
知
と
技
と
観
（
物
の
見
方
・
考
え
方
・
処
し
方
）

の
統
一
」
「
生
活
と
教
育
の
結
合
」
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
現
代
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
発
達
と

人
間
的
成
長
を
支
え
て
い
る
。
今
年
、
創
立
1
1
5
周
年
を
迎
え
て
、
新
し
い
私
学
の
創
造
を

め
ざ
し
、
地
域
に
根
ざ
し
国
際
交
流
に
も
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
新
名
学
園
旭
丘
高
校
の
水

野
浩
理
事
長
・
学
校
長
に
、
旭
丘
の
教
育
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

現
代
の
青
年
の

「
生
き
る
力
」
を
育
む

　1
「
地
域
を
育
て
る
学
力

と

人
間
力
」
を
培
う
教
育
の
創

造
を
学
校
づ
く
り
の
使
命
に
し

て
い
る
と
、
常
々
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。
改
め
て
、
新
名
学
園

の
教
育
・
子
ど
も
観
・
学
力
観

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
古
い
。

　
「
学
力
の
中
心
は
認
識
の
能

力
で
す
が、

そ
の
認
識
の
能
力

は、

身
体
能
力
や
感
応
・
表
現

能
力、

労
働
能
力
や
社
会
的
能

力
な
ど
と

関
連
し
、
人
間
と
し

て
の
総
体
の
力
と
結
ん
で
形
成

さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
学
力
の
基
礎
を
「
言

語
」
「
数
量
」
の
認
識
の
力
と
し

て
捉
え
る
と
と
も
に、

人
や
地

域、

社
会
と

の
「交
わ
り
」
を

通
し
て
こ

れ
を
形
成
す
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
視
点
を
ふ
ま
え
て

進
め
て
き
た、

二
つ
の
学
科
（普

通
科
と
総
合
学
科
）
・
二
つ
の
校

地
（城
内
キ
ャ
ン
パ
ス、

久
野

・

荻
窪
キ
ャ
ン
パ
ス）

を
結
び、

「
小
田
原
の
ま
ち
が
教
室
」
と

す
る
青
年
期
の
学
び
と
自

立
の

課
題
に
応
え
る
教
育
課
程
づ
く

り
は
、
現
在
．
『
巨
具
臼
o
げ
巴
∨

“

＞9
［o
∩邑
望
．
の
視
点
を
も
つ

「
足
元
か
ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
」
と
結
ん
で
、
さ
ら
に
発
展

を
遂
げ
て
い
ま
す。

　
昨
年
12
月
6
日
に
、
世
界
の

72
の
国
・
地
域
の
1
5
歳
を
対
象

に
経
済
協
力
開
発
機
構
（O
E

C
D
）
が
実
施
し
た
2
0
1
5

年
度
の
「
国
際
学
習
到
達
度
調

査

（P
I
S
A
）
」
の
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た。

日
本
は
「
科

学
的
応
用
力
」
「
数
学
的
応
用

力
」
の
分
野
で
は
順
位
を
あ
げ

ま
し
た
が、

「読
解
力
」
に
つ
い

て
は
順
位
を
下
げ
ま
し
た。

ま

た、

科
学
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
「
学
ん
で
い
る
時
は
た

い
て
い
楽
し

い
」
と
答
え
た
日

本
の
生
徒
の
割
合
（
4
9
・
9
％
）

は、

O
E
C
D
加
盟
国
の
平
均

6
2
・
8
％
を
大
き
く
下
回
り
ま

し
た。

基
礎
学
力
は
高
い
レ
ベ

ル
に
あ
っ
て
も
、
応
用
力
や
学

ぶ
意
欲
に
課
題
が
あ
る
こ
と

が

明
ら

か
に
な
っ
た
調
査
結
果
で

し
た
。

水野浩理事長・学校長
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こ
う
し
た
課
題
と
も
か
か
わ

っ
て、

文
部
科
学
省
は
次
期
学

習
指
導
要
領
改
定
で
ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
能
動
的
な

学
習
）
を
全
教
科
で
取
り
入
れ

る
こ
と

を
方
針
と

し
て
い
ま
す

が、

本
校
も

前
述
の
よ
う
な
形

で、

一
貫
し

て
子
ど
も
・
生
徒

に

「生
き
る
力
」
の
土
台
と
な

る
学
力
を
培
う
学
習
主
体
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

地
域
づ

く
り
と

結
ん
だ
国
際
交
流

　－
創
立
1
1
0
周
年
を
機

に
展
開
し

て
き
た
中
国
を
は
じ

め
と
す
る
海
外
交
流
で
す
が、

昨
年
は
姉
妹
校
と
小
田
原
の
地

域
交
流
へ
と
幅
を
広
げ
新
た
な

進
展
を
み
せ
ま
し
た
。

　
「
2
0
1
2
年
の
学
園
創
立
1

1
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し

て
位
置
づ
け
た

「
国
際
連
携

教
育
」
は
、
3
年
前
に
姉
妹
校

提
携
を
結
ん
だ、

世
界
文
化
遺

産
の
兵
馬
桶
が
あ
る
西
安
市
の

西
安
外
国
語
大
学
附
属
外
国
語

学
校
に
続
い
て
、
河
南
省
安
陽

市
第
37
中
学

（日
本
の
高校
）

と

姉
妹
校
協
約
を
結
ぶ
と
こ
ろ

ま
で
進
み
ま
し
た
。
安
陽
市
は

漢
字
の
起
源
と
な
る
「
甲
骨
文

字
」
が
発
見
さ
れ
た
地
で
、
西

安
と

同
じ
く
中
国
八
大
古
都
の

一
つ
です
し

　1
交
流
の
特
徴
的
な
点
は

？　
コ
つ
は、

近
代
学
校
の
使
命

で
あ
る
授
業
を
通
し
た
交
流
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

ま

で
の
訪
中
で
は、

日

本
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
に
か
か
わ
る
ク

ラ
ブ
顧
問
の
教
員
と

部
員
が
現

地
で
特
設
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
相
撲
部
や
剣
道
部
は
「
礼

に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
日

本
の
武
道
の
心
を
演
武
で
伝

え、

陸
上
部
は

「
一本
の
搾
を

つ
な
ぐ
」
駅
伝
の
心
を
伝
え
て

き
ま
し
た
。
演
劇
部
は
小
田
原

と

中
国
を
結
ぶ
伝
統
文
化
で
あ

る
歌
舞
伎
の
「
外
郎
売
り
の
口

上
」
を
披
露
。
書
道
部
は
文
字

発
祥
の
地
で
あ
る
安
陽
で
書
を

通
し

た
交
流
を
行
い
ま
し
た。

今
後、

教
材
研
究、

教
授
法
の

交
流
や
授
業
に
対
し
て
の
生
徒

の
感
想
も

シ
ェ
ア
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
授
業
交
流
の
な
か
で
も

ユ
ニ

ー
ク
な
の
は
、
中
国
最
初
の
王

朝
を
創
出
し

“

治
水
神
”
と
し

て
崇
め
ら

れ
て
い
る
夏
王
朝
の

萬
王
の
碑
を、

西
安
の
碑
林
と

酒
匂
川
上
流
の
文
命
堤
の
碑
文

で
読
み
解
く
日
中
高
校
生
共
同

フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
（
講

師
・
郷
土
史
家
大
脇
良
夫
氏
）

で
す。

昨
年
3
月
の
訪
中
の
際

「人間教育」を甲骨文字で表現（入学式）

に
は、

本
校
の
副
校
長
が
西
安

碑
林
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
碑

文
の
読
み
解
き
を
通
し
て、

人

び
と

の
労
働
と

協
働
の
意
味

と
、
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
高

い
道
徳
性
と

技
術
力
・
指
導
力

を
発
揮
し
た
萬
王
の
存
在
と

人

間
性
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
を
行

い
ま
し
た。

碑
林
博
物館
に
は
、

萬
王
の
業
績
に
つ
い
て
書
か
れ

た
『
尚
書
』
・
大
萬
謹
の
碑
文

も
あ
り
、
そ
の
中
に
日
本
の
元

号
「
平
成
」
の
出
典
と
な
っ
た
「
地

平
天
成
」
の
言
葉
を
発
見
し
た

生
徒
た
ち
は、

驚
き
の
声
を
あ

げ
ま
し
た。

　
二
つ
目
は、

新
名
学
園
私
学

教
育
研
究
所
を
介
し
た
教
育
・

学
術
・
文
化
交
流
を
進
め
て
い

る
こ
と

で
す。

三
輪
定
宣
私
学

教
育
研
究
所
長

（千
葉
大
学
名

誉
教
授
）
が
、
1
4
年
1
1
月
に
西

安
外
国
語
大
学
で
「日
本
の
教

育
制
度
と

大
学
・
大
学
生
ー
日

申
比
較
の
観
点
か
ら
ー
」
と
題

し
た
講
演
を、

15
年
10
月
に
は

国
際
漢
字
会
議
の
際
に
安
陽
師

範
学
院
で
「日
本
に
お
け
る
教

育
と
漠
字
・
漢
字
文
化
」
と
題

し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
三
輪
定
宣
先
生

は、

09
年
と
1
2
年
の
国
際
学
力

テ
ス
ト
（
P
I
S
A
）
で
中
国

・

上
海
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
こ

と

を
紹
介
し
、
「
応
試
教
育
」
（
科

挙
制
度）

の
伝
統
を
転
換
さ
せ

た
20
年
来
の
「
素
質
教
育
」
の

成
果
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
素
質
教
育
」
は
私
た
ち
の

言
菓
に
言
い
換
え
れ
ば
「
発
達

教
育
」
で
す
。
一
昨
年
春
に
来

日
・
来
校
し
た
西
安
外
国
語
学

校
の
崔
副
校
長
は
、
本
校
の
不

登
校
生
徒
の
発
達
保
障

（ベ
ー

シ
ッ
ク
ク
ラ
ス）

の
取
り
組
み

や
生
徒
参
加
・
保
護
者
参
加
に

触
れ
て、

感
銘
と
と
も
に
深
い

関
心
を
示
し
ま
し
た
。
今
後
、

「
子
ど
も

の
発
達
」
研
究
を
柱

に、

教
育
研
究
の
交
流
を
深
め
、

両
校
で
の
生
徒
に
よ
る
学
習
成

果
発
表
会
や
学
術
研
究
討
論
会

・

教
育
文
化
学
術
展
覧
会
の
開

催
を
重
ね、

生
徒
間
の
活
き
た

学
び、

知
識
の
伝
達
や
教
育
交

流
の
た
め
の
学
術
資
料
の
交
換

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

　1
西
湘
日
中
友
好
協
会
な

ど
と

結
ん
だ
海
外
諸
国
と

の
共

同
交
流
の、

今
後
の
さ
ら
な
る

安
陽

市
で
の
国
際
漢
字
会

議

に
招
待
を
受
け
る
（
右

か

ら
）
三
輪
研
究
所
長
、

水
野
理
事
長
・
学
校
長

展
望
は
？

　
「
今
春
の
西
安
訪
問
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
高
校
生
を
交
え
た
生

徒
間
交
流
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す。

今
後
も
、
①
日
・
中
・
韓

・

モ
ン
ゴ
ル
・
米
・
仏
な
ど
漢

字
文
化
圏
や
太
平
洋
文
化
圏、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
欧
州
圏
を
軸

と
し
た
よ
り
広
い
文
化
圏
へ
と

交
流
と

学
び
の
視
野
を
広
げ、

②
国
際
連
携
教
育
の
発
展
と
結

ん
で
本
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

位
置
づ
け
た
中
国
・
韓
国
・
イ

タ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
の
言
語
と

文
化
に
関
す
る
選
択
講
座
の
充

実、

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
日
常
の
授
業
交
流、

④

交
換
留
学
生
制
度
の
創
設
、
⑤

姉
妹
校
と
連
携
し
た
学
習
旅
行

と
し
て
の
海
外
研
修
旅
行
の
実

施
な
ど
を
図
る
と
と

も
に、

⑥

引
き
続
き
木
校
の
国
際
連
携
教

育
の
取
り
組
み
を
通
し
て
地
域

・

市
民
・
行
政
レ
ベ
ル
の
国
際

交
流
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

無

償

教

育

と

学

校

づ

く
り

　1
「
私
学
教
育
研
究
所
」

の
研
究
課
題
と
、
研
究
成
果
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
憲
法
学
者
の
故
星
野
安
三

郎
先
生
に
初
代
所
長
に
ご
就
任

頂
き、

子
ど
も
と

学
校、

地
域

が
直
面
し

て
い
る
問
題
に
照
ら

し
て
5
課
題
を
見
出
し
ま
し
た
。

　
○
「私
学
と

無
償
教
育
・
公

費
私
学
創
造
」
○
「
子
ど
も
・

生
徒
の
発
達
研
究
」
○
「
日
本

国
憲
法
の
平
和
的
生
存
権
の
保

障
と
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
向

け
た
平
和
教
育
創
造
の
研究
」

○
「地
球
環
境
と

地
域
環
境
の

問
題
に
つ
い
て
の
研究
」
○
「
小

田
原
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る

『
学
校
と
史
跡
の
共
生
』
『
小
田

原
の
ま
ち
の
教
育
・
文
化
の
創

造
』
課
題
研
究
」
で
す
。
特
に

研
究
が
進
ん
だ
の
が、

無
償
教

育
に
関
す
る
課
題
で
す
」

　1
「
無
償
教
育
」
の
研
究

が
、
教
育
や
学
校
づ
く
り
に
持

つ
意
味
と
は
？

　
「
三
輸
定
宣
私
学
教
育
研
究

所
長
は
『
無
償
教
育
は
そ
れ
自

体
が
教
育
力
を
持
っ
て
い
る
』

と

話
さ
れ
て
い
ま
す。

人
類
史

7
0
0
万
年
の
ほ
と
ん
ど
が
1

5
0
人
程
の
少
人
数
の
集
団
・

共
同
体
で、

貧
富
の
差
も
な
く
、

狩
猟
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し

た。

こ

の
過
程
で
優
し
さ
や
思

い
や
り
、
助
け
合
い
、
連
帯
感

と

い
っ
た
人
間
の
本
質
で
あ
る

共
同
性
が
育
ま

れ
た
の
で
す。

と

こ
ろ
が
1
万
年
ほ
ど
前
、
人

類
社
会
に
階
級
が
発
生
し
、
貨

幣
経
済
が
発
達
す
る
と

無
償
教

育
は
有
償
教
育
へ
と
変
質
し
、

教
育
の
平
等
性
は
失
わ
れ
、
金

銭
や
経
済
効
率
に
左
右
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し

か
し
、
人
類
史
の
発
展
の

中
で
無
償
教
育
の
理
念
は
再
び

よ
み
が
え
り
、
2
0
世
紀
半
ば
過

ぎ
に
国
際
人
権
規
約
の
中
に
人

類
普
遍
的
原
理
と
し
て
確
立
し

ま
し
た。

日

本
で

も
、
2
0
1

2
年
秋
に
中
等
教
育
へ
の
無
償

教
育
の
漸
進
的
導
入
を
定
め
た

国
際
人
権
規
約
第
1
3
条
の
留
保

撤
回
が
な
さ
れ
て
い
ま
す。

　
21
世
紀
以
降
の
人
類
の
羅
針

盤
と

い
っ
て
も
よ
い、

子
ど
も

を
「
社
会
の
宝
」
と
す
る
無
償

教
育
の
理
念
と
運
動
は
、
私
た

ち
の
教
育
づ
く
り
・
学
校
づ
く

り
の
指
針
と
な
り
、
学
園
の
将

来
の
学
校
像
と
し

て
「
公
営
私

学
（
公
費
私
学
）
」
の
創
造
を
「
新

総
合
計
画
」
の
中
に
位
置
づ
け

て
い
ま
す
」

ス
ポ

ー
ツ
分
野
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
進
化

　1
昨
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね

が
花
開
い
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
創
部
6
年
目
の
相
撲
部
は
、

5
月
に
第
1
0
0
回
記
念
全
国

相
撲
金
沢
大
会
に
出
場
し
、
8

月
に
は
烏
取
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

団
体
戦
で
初
出
場
を
果
た
し
ま

し
た。

こ

の
快
挙
へ
と
導
い
た

主
将
の
矢
野
雄
一
郎
君
が
昨
年

H
月
に
伊
勢
ケ
濱
部
屋
へ
入
門

し

大
相
撲
界
入
り
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
こ
　
　
な

ス
で
す。

「桜
富
士
」
の
四
股
名

を
も
ら
っ
た
彼
は
私
に
、
『
自
分

を
こ
こ
ま

で
育
て、

高
校
卒
業

と

プ
ロ
に
い
か
せ
て
く
れ
た
人

々
に
恩
返
し
し
た
い。

5
年
で

幕
下
に
な
り
、
関
取
り
を
目
指

し
た
い
』
と
目
標
を
語
り
ま
し

た。　
ま
た、

創
部
か
ら
18
年
に
し

て、

野
球
部
が
夏
の
公
式
戦
初

勝
利
を
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
勝

利
は、

ず
っ
と
野
球
部
の
活
動

を
応
援
し
支
え
て
き
た
全
校
生

徒
・
保
護
者
・
教
職
員
と
全
学

・

地
域
の
皆
さ
ん
の
力
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
です
」

　1
2
0
1
7
年
に
は
総
合

学
科
に
「大
学
進
学
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ス
」
が
新
設
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
すが
。

　
「
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
二
つ
の

タ
イ
プ
の、

生
徒
の
学
び
と

進

路
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
旭
丘
高
校
の
重
点

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
全
国
大
会

出
場
な
ど

の
成
績
を
あ
げ
る
こ

と

に
挑
戦
そ
の
実
績
を
も
と

に

推
薦
で
大
学
へ
の
進
路
を
拓
く

「ア
ス
リ
ー
ト
」
タ
イ
プ
。
も
う

一
つ
は、

学
業
と

ス
ポ
ー
ツ
の

両
面
で
充
実
し
た
高
校
生
活
を

通
し
、
指
定
校
推
薦
や
A
O
入

試
等
を
活
用
し
て
大
学
の
健
康

・

ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
学
部
・
学

科
に
進
学
し
、
将
来
、
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
分
野
と
そ
の
関
連
分

野
へ
の
就
職
を
願
う
生
徒
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作日中高校生が書を通して文化交流※「ひまわりの約束」を合

大相撲九州場所。一番出世なる相撲部主将・矢野雄一郎君（左から2人目｝

　
現
在
も
、
総
合
学
科
の
総
合

選
択
科
目
・
自
由
選
択
科
目
群

に
は、

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
分
野

の
多
様
な
講
座
が
開
講
さ
れ
て

い
ま
す
が、

こ

れ
を、

子
ど
も

・

生
徒
の
学
び
と

発
達、

進
路

の
保
障
の
視
点
か
ら

「
科
学
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
践
」
「
基
礎

理
論

（身
体
科
学
）
」
「
専
門
的

実
技
（実
践
）
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と

進
路
に
係
る
学
習
」
等
の
内
容

に
分
け
て
整
理
し
、
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す。

　
さ
ら

に
総
合
学
科
進
路
探
求

ク
ラ
ス
に
も

ス
ポ
ー
ツ
類
型
等

の
コ
ー
ス
を
つ
く
り
、
高
校
3

年
間
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
な
が

ら
自
ら

の
心
身
の
基
礎
を
つ
く

り
、
多
様
な
進
路
の
実
現
を
図

り
た
い
と
い
う
生
徒
た
ち
の
願

い
に
も
答
え
て
い
き
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
が、

た
だ
運
動
能

力
を
高
め
る
の
で
は
な
く
、
心

と

身
体
を
一
体
に
と
ら
え
、
健

康
・
安
全
や
運
動
に
つ
い
て
の

理
解
と

運
動
の
合
理
的
な
実
践

を
通
し
、
他
者
や
地
域
祉
会
と

の
積
極
的
な
関
わ
り
を
つ
く
り

だ
し
て
い
く
資
質
や
能
力
を
育

む
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す。

　
久
野
・
荻
窪
キ
ャ
ン
パ
ス
の

総
合
棟
を
改
修
し
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
器
具
を
設
置
し
た
実
践
を

中
心
と

す
る
教
場
と
、
座
学
や

ス
ト
レ
ッ
チ
が
で
き
る
理
論
を

中
心
と
し
た
教
場
を
一
体
と
し

た
施
設
を、

新
年
度
ま
で
に
建

設
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
」

1
2
0
周
年
へ
向
け

　
　
新
た
な
歩
み
を

1
2
0
2
2
年
の
創
立
1

2
0
年
に
向
け
た、

今
後
の
構

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
学
園
創
立
1
1
0
周
年
を

機
に
策
定
し
た
『
新
総
合
計
両
』

を、

「地
域
立
・
市
民
立
の
私
学

の
創
造
を
図
る
」
と
し
た
ビ
ジ

ョ

ン
の
も
と
、
さ
ら
に
前
進
さ

せ
て
い
き
ま
す。

　
そ
の
一
つ
は
、
子
ど
も
・
生

徒
の
青
年
期
の
学
び
と

発
達
を

保
障
す
る
教
育
課
程
づ
く
り
と

も

結
ん
で、

こ

の
間
大
き
く
進

ん
だ
地
域
社
会
と

の
連
携
や
国

際
連
携
・
足
元
か
ら
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
の、

城
内
キ
ャ
ン
パ
ス

と

久
野
・
荻
窪
キ
ャ
ン
パ
ス
の

施
設
・
設
備
の
総
合
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
現
在、

久
野
・
荻
窪
キ
ャ
ン

パ
ス
に
4
月
か
ら
生
徒
食
堂
を

開
設
す
る
計

画
を
進
め
て
い
ま

す。

さ
ら

に
今
後、

留
学
生
制

度
の
創
設
に
も
対
応
す
る
宿
泊

研
修
施
設
や
専
攻
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
対
応
す
る
施
設、

国

際
連
携
の
情
報
施
設
を
内
包
し

た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
セ
ン
タ

ー
（
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
）
を
つ
く
っ
て
い

く
構
想
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
一
貫
教
育
を
展
望
し
て
『
新

総
合
計
画
』
に
盛
り
込
ん
だ
、

上
に
専
攻
科、

下
に

「
子
ど
も

園
」
を
設
置
す
る
構
想
に
つ
い

て
は、

専
攻
科
設
置
を
先
行
し

て
具
体
化
す
る
こ
と
と
し
、
地

域
の
課
題
で
あ
る
「
観
光
教
育
」

の
課
程
を
つ
く
る
方
針
を
持
っ

て
い
ま
す。

「観
光
」
と
い
う
分

野
で
大
き
く
括
り
な
が
ら
、
例

え
ば
「
観
光
と
言
語
・
文
化
」
「
観

光
と

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
観
光

と

環
境
・
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
」

と

い
っ
た
類
系
を
持
っ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
体
系
を
つ
く
り
、
生

徒
た
ち
の
関
心
や
進
路
の
希
望

に
合
わ
せ
た
学
習
や
資
格
取
得

が
で
き
る
道
を
開
い
て
い
き
た

い
と

考
え、

研
究
を
進
め
て
い

ま
す。

　
現
段
階
の
高
校
課
程
の
総
合

学
科
の
選
択
科
目
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
も
、
こ
の
こ
と
と
結
ん

で
「
ス
ポ
ー
ツ
」
「
語
学
」
「
情

報
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
保
育
と
福
祉
」

「芸
術
（音
楽
・
書
道
・
絵
画
）
」

の
類
型
を
設
置
し
て
い
き
ま
す。

　
現
在、

国
の
政
策
と
し

て
教

育
の
多
様
化
が
押
し
進
め
ら
れ

て
い
ま
す。

そ
の
多
様
化
は
企

業
・
産
業
祉
会
な
ど
の
要
請
に

応
え
て、

生
徒
を
社
会
に
そ
の

ま
ま
適
応
さ
せ
る
た
め
の
多
様

化
で
す。

し
か
し
、
私
た
ち
が

目

指
し
て
い
る
多
様
化
は、

個

性
が
分
化
し
、
成
長
す
る
青
年

期
の
発
達
課
題
に
応
え
る
多
様

化。

社
会
を
正
し
く
批
判
し
、

建
設
的
に
変
え
て
い
く
能
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ

れ
ま
で
述
べ
た
進
路
探
求
の

様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
創
設
は
、

生
徒
た
ち
の
発
達
要
求
に
応
え

る
多
様
化
で
あ
る
と

考
え
て
い

ま
す。

　
明
治
後
期
の
時
代
に
お
い
て

女
子
の
実
学
教
育
の
さ
き
が
け

を
な
し
た
創
立
者
の
建
学
の
精

神
を
現
代
に
引
き
継
ぎ
、
地
域

立
・
市
民
立
の
私
学
と
し
て
地

域
社
会
の
未
来
を
支
え
る
青
年

を
育
て
て
い
く
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
決
意
です
」

輪

　創立者・

新名百刀安史

学校法人新名学園
●第1校地
小田厚駅から徒歩5分
〒250－0014神奈川県小田原市城内1番13号
TEL　O46524－2227（代）　FAX　O465－22－0216

旭丘高等学校
　　　　●第2校地
　　　　小田原駅からスクールバス15分

　　　　〒250－OO42神奈川県小田原市荻窪］980
　　　　TEL　O465－21－0660（代）　FAX　O465－21－0680

一⊃募集定員533名普翻270名（内クリェィァィプクラス60名｝齢糊263名

☆蟄通科に一般蓄通科とクリエイティブクラスを設置。
☆泌合学科263名に「進路探求クラス」と「進学クラス」があり、学業進学くノェネラルコース〉と
スポーツ進学（スポーソコース，毎外からの留学生制度あり〉が設置されている。

☆紘合学科着通科とも不登校生徒「べ一ソノククラス」（計60名）あり。

　　1年7日〔土）学校醐会

■推薦入試／1月22日（日：

■一般入試／2月10日（金，

■2期入試／3月　3日（金

　X3月2日（木）入試相談会


